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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の放射素子を動作させるための方法であって、ここにおいて、前記複数の放射素子
は、フロントアンテナサブアレイ、バックアンテナサブアレイ及び１つ以上の中間アンテ
ナサブアレイを備え、前記方法は、
　前記複数の放射素子の各々の位相及び利得を測定することと、
　それぞれの放射素子の測定された前記位相及び測定された前記利得に基づいて前記複数
の放射素子の各々のためのフィード利得及びフィード位相を決定することと、
　決定された前記フィード利得及び前記フィード位相に基づいて前記複数の放射素子の各
々を独立して設定することと、を備える、方法。
【請求項２】
　前記決定が、
　前記フィード利得（Ａｉ）をＡｉ＝αＧｉに設定し、前記フィード位相（θｉ）をθｉ
＝－Φｉ＋βに設定することを備え、ここにおいて、α及びβが構成可能パラメータであ
り、Ｇｉ及びΦｉが、それぞれ、前記それぞれの放射素子の測定された前記利得及び測定
された前記位相である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記構成可能パラメータの値をランダムに選択することを更に備える、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　無線信号の送信又は無線信号の受信のいずれかに関連する量子化誤差に基づいて前記構
成可能パラメータのための値を選択することを更に備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記放射素子の各々が第１及び第２のフィードを備え、前記決定が、
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　前記第１のフィードと前記第２のフィードとの間の位相差を１８０度に設定することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数の放射素子と、ここにおいて前記複数の放射素子はフロントアンテナサブアレイ、
バックアンテナサブアレイ及び１つ以上の中間アンテナサブアレイに配置され、
　　前記複数の放射素子の各々の位相及び利得を測定することと、
　　それぞれの放射素子の前記測定された位相及び利得に基づいて前記複数の放射素子の
各々のためのフィード利得及びフィード位相を決定することと、
　　決定された前記フィード利得及び前記フィード位相に基づいて前記複数の放射素子の
各々の前記フィード利得及び前記フィード位相を独立して設定することと
　を行うように構成された処理システムと、を備える、通信のための装置。
【請求項７】
　前記複数の放射素子の各々が異なる、請求項１に記載の方法又は請求項６に記載の装置
。
【請求項８】
　前記複数の放射素子の各々の前記利得及び前記位相が特定の方向及び回転に応じて測定
される、請求項１に記載の方法又は請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　各フィード利得が測定された前記利得に比例し、各フィード位相が、各それぞれの放射
素子の測定された前記位相と反対の極性を有する、請求項１に記載の方法又は請求項６に
記載の装置。
【請求項１０】
　処理システムが、前記フィード利得（Ａｉ）をＡｉ＝α＊Ｇｉに設定し、前記フィード
位相（θｉ）をθｉ＝－Φｉ＋βに設定するように更に構成され、ここにおいて、α及び
βが構成可能パラメータであり、Ｇｉ及びΦｉが、それぞれ、前記それぞれの放射素子の
測定された前記利得及び測定された前記位相である、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　前記処理システムが、前記構成可能パラメータの値をランダムに選択するように更に構
成されているか、又は
　前記処理システムが、無線信号の送信又は受信のいずれかに関連する量子化誤差に基づ
いて前記構成可能パラメータのための値を選択するように更に構成された、請求項１０に
記載の装置。
【請求項１２】
　前記放射素子の各々が第１及び第２のフィードを備え、前記処理システムが、前記第１
のフィードと前記第２のフィードとの間の位相差を１８０度に設定するように更に構成さ
れた、請求項６に記載の装置。
【請求項１３】
　前記放射素子の各々が、６０ＧＨｚ又はより高い周波数帯域において信号を送信及び受
信する、請求項１に記載の方法又は請求項６に記載の装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法を実行するように装置によって実行可能な
命令を有するコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　請求項６に記載の装置と、
　設定された放射素子を介して信号を送信するように構成された送信機と、を備えるアク
セス端末。
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